
小川 大系（おがわ たいけい）    穂高 等々力町出身  

＜ 大 系 が 活 躍 し た 時 代 ＞ １ ８ ９ ８ 年 （ 明 治 ３ １ 年 ） ～ １ ９ ８ ０ 年 （ 昭 和 ５ ５ 年 ）   享年８ １歳

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な作品】 「自分から好んで苦労して、貧乏して、一生懸命作ることだ」（大系の言葉） 
左から 

天空ヲユク（昭 9） 

鱒投網 （昭 14） 

水の精 （昭 49） 

穂高会館所蔵 

狛犬 （昭 15） 

穂高神社 

登頂 穂高駅前 
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36歳

 彫刻道一筋に 情熱を傾けた 大器晩成の芸術家 

苦労を重ね、35 歳から彫刻家としての出発した大系 
家の破産によって美術学校への夢を断念せざるを得なかった大系でしたが、東京に出れば何とかなる

と 5回も上京を試みては、その都度兄に連れ戻されました。35 歳の時、姉の親友であった工芸家山本安

曇の妻の紹介で、安曇に弟子になるよう何度も勧められます。しかし大系はそれを「工芸のような細々

としたものは俺には向きません。大きなものが作りたいのです。」と断わります。安曇は「大系というな

かなかおもしろい男がいて俺の弟子にならないかと言ったらいやだと言った。」と北村西望（文化勲章受

賞・長崎の平和像作者）に大系を紹介します。西望は「それはおもしろい人間だ。俺の所へ寄こせ。」

と言い、西望への入門が決まりました。この時、すでに大系は 35 歳という彫刻家としては遅い出発でし

た。入門した次の年に「天空ヲユク」が帝国美術展覧会に入選します。馬の制作を好み、それは師

である北村西望よりも秀でていたと言われたほどの腕前でした。 

故郷を愛し、安曇野の偉人を世に広めるために働いた大系 

太平洋戦争で疎開のために穂高に帰ってきた大系はその後も安曇野に残り、制作を続けました。そして

同郷の彫刻家と交わり、地元の中信美術会や信州美術会で展覧会を開いたり、後進の指導に当たったり

します。また荻原碌山の顕彰活動の先頭に立ち、碌山美術館建設計画の中で活躍しました。郷土の碌山・

山本安曇・松沢求策の顕彰活動にも尽力しました。 

芸術家になったからには、いいものを作らなくてはならない。いいものを作る

には、まず第一に自分を作ることだ。自分が正しく立派な行動をちゃんととっ

ていなくては、作品ばかりいいものを作ったってだめだ。立派な自分を作れば、

おのずと立派な芸術は生まれるものだ。 
（自分に厳しく、自分に正直に生きた大系が晩年に語った言葉） 

「登頂」は父子像です。ザイルを持ち、優しく子の肩を抱く父の静、こだまを楽しむかのように山の空気をいっぱい

に響かせている少年の動。そこに山頂に立った山男のやさしくたくましい安曇人の姿を表しています。 


